
 

 

 

 

 

●●●● 合言葉は「あいてますか」 ●●●● 

先日、学校から配布した、「エコチル」東京版７・８月号の表紙に、みんなの健康を守るための

合言葉「あいてますか」というポスターが掲載されていました。このポスターは、千葉県船橋市の

先生が、衛生的な生活をするために考案したものだそうです。 

あい・・・あいだをあけよう。（友達や周りの人との間隔を１メートル以上あけましょう。） 

て・・・・てあらいをしよう。（しっかり手を洗い、菌をしっかり洗い流しましょう。） 

ます・・・マスクをつけよう。（マスクをつけて、自分も周りの人も、守りましょう。） 

か・・・・かんきをしよう。 （窓を開けて換気をし、ウイルスの蔓延を防止しましょう。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年７月１５日 Ｎｏ２０ 

大田区立入新井第五小学校 

校 長  岡 野 範 嗣 

ウイルスに感染しないために、これからの学

校生活では、「ソーシャルディスタンス」「手洗

い」「マスク着用」「換気」を、しっかり身に付

けて行動していくことが大切です。ついつい、

友達と何かに夢中になってしまうと、忘れがち

な４つのことを、常に意識できるようにするた

めにも、覚えやすい合言葉ですね。 

ネットの検索窓口に⇒ 

エコチル あいてますか  ×  🔍検索 

と入力し、ダウンロードしていただくと、ポス

ターの画面が出てきます。できれば、プリント

アウトしていただき、自宅の皆さんが集うお部

屋や、玄関の扉などに掲示していただくと、お

子さんはもちろん、ご家族の皆さまにも、意識

付けになると思います。東京都の感染経路の内

訳をみても、家族からの感染事例が２桁の数字

となっている現状もあり、ご家族皆さんで、気

をつける環境を整えていただけると、学校とし

ても助かります。本日、校内の各教室ほか、特

別教室・廊下等に同様のポスターを掲示いたし

ました。学校とご家庭・地域が一体となって、

子どもたちを危険険から守っていきましょう。 

ご協力のほど、よろしくお願いします。 



★▲●■ 家庭内で感染している例（情報提供） ■●▲★ 

●●小児における新型コロナウイルスに関して●● 

（2020.5.1）時点で、子どもの感染者数は成人と比べて少ないですが、感染しやすさは大人と変

わらないこともわかってきました。家庭内で感染している例が多く・・・・・ 

（2020.5.1）現時点において、国内で新型コロナウイルスに感染している子どもは徐々に増えつ

つありますが、ほとんどは家庭内で保護者からうつったものです。 

（日本小児科学会 予防接種・感染症対策委員会 2020.5.13更新から抜粋） 

この報告後に、約２か月が経過しているため、その後の状況や対応については再度の検討がなされ

ているかもしれませんが、今時点での最新の情報として抜粋いたします。家庭内での感染を防ぐため

にも、情報としてお読みいただけると幸いです。学校も、感染予防に精一杯努めて参ります。 

●●子どもがコロナウイルスに感染するとどのような症状？●● 

 発熱、乾いた咳を認める一方で、鼻水、鼻づまりなどの上気道症状は比較的少ないとされてい

ます。成人と同じように発熱が続き肺炎になる例も報告されています。一部の患者では、嘔吐・腹

痛や下痢などの消化器症状も認めるようです。成人で報告されている臭覚や味覚の異常が子どもで

認められるかは今の時点では不明です。また、発疹やしもやけ、川崎病のような症状も欧米諸国か

ら報告されていますが、国内からの報告はまだありません。 

感染していても、無症状である可能性も指摘されていますが、子どもは正確に症状を伝えられな

いことに注意しなければなりません。 

●●受診の目安●● お子さんに限らず、ご家族にも該当します。 

少なくとも、以下のいずれかに該当する場合には、居住地区の「帰国者・接触者相談センター」

（※１）にご相談下さい。 

（※１）大田区のホームページから抜粋いたしました。参考までに・・・ 

大田区コロナ受診相談窓口（帰国者・接触者電話相談センター） 

 （電話０３－５７４４－１３６０ FAX０３－５７４４－１５２４ 平日９時から１７時まで） 

都・特別区・八王子・町田市合同電話相談センター 

（電話０３－５３２０－４５９２ 平日１７時から翌朝９時まで 土曜・日曜・祝日は終日） 

 

● 息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある場合。 

● 重症化しやすい方（※２）で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場合。 

 （※２）・・・高齢者・糖尿病・心不全・呼吸器疾患などの基礎疾患がある方や透析を受けてい 

る方、免疫抑制剤や抗がん剤などを用いている方 

●上記以外の方でも発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く場合。 

   （症状が４日以上続く場合は必ずご相談ください。症状には個人差がありますので、強い 

    症状と思う場合はすぐに相談してください。） 

 お願い(1)上記内容に該当しない場合は、違う病気が疑われますので、まず、かかりつけのお医者

様にご相談ください。 

    (2)感染拡大防止の観点から、ご家族に、体調不良・発熱等の症状がある場合は、お子さん

を欠席させていただけますようお願いいたします。出欠の扱いは「出席停止」といたしま

すので学校にご相談ください。 


